
ＮＥＴＩＳ取り消しと再取得の経緯 

ハイブリッドセル工法は ＨＫ-090008-ＶＥ （工法）を取得していました。

国土交通省の取得時規定では、一製品で、一 NETIS 番号でした。

従って、ハイブリッドセル（総称）の各種工法（ハイブロック、ハイフレーム、ハイマット、ハ

イロード等）は一括して“ハイブリッドセル工法・ハイフレーム”で登録されました。

擁壁工法の“ハイブロック”はハイブリッドセル工法・ハイフレームに内容で説明していまし

た。区分は“工法”です。

ＮＥＴＩＳ取り消しの理由 

ハイブリッドセル工法内のハイブロック工用の製品の一部で“破断”事故が発生したが、メ

ーカーの協力が得られず不良品発生の“原因”の解明ができませんでした。その他の工

法用のハイブリッド製品には破断事故は発生していません。

ハイブリッドセル工法のＮＥＴＩＳは区分“工法”でしたが、ハイブロック用製品のみの区分

“材料”の不良で、ハイブリッドセル工法の NETIS が取り消されました。

ＮＥＴＩＳ 取得条件 

現在の取得規定は工法ごとに変更となっています。 

取り消された“ハイブロック”工法の復活を期して再申請としました。 

再申請に当たっては 

破断原因の解消・・製造会社の変更 

ハイブリッドセル（工法）は使用禁止 

ハイブロックも使用禁止  です。 

ＮＥＴＩＳの工法名称 

新工法名：GEOハイウォール工法 ＨＫ-200013-Ａ 

今後使用する弊社製品の総称 

総称：ハイパーセル

ハイパーセルの各種工法名（商品名称も同じ
　　　　　　　ハイウォール
　　　　　　　ハイフレーム
　　　　　　　ハイマット
　　　　　　　ハイロード

今後の開発 

多自然型河川対応工法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ハイリバー 

ハイウォールの施工範囲の拡大 ・・・・・・・・・・・・急勾配擁壁,山岳部擁壁等


